
 
 

 
 

野
山
の
新
緑
が
日
に
日
に
輝
き
を
増
す
の
と
同
じ
よ
う

に
、
掛
合
小
学
校
で
も
日
々
の
学
習
活
動
が
深
ま
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
一
年
生
は
ア
サ
ガ
オ
の
種
を
播
き
ま
し
た
。

五
年
生
は
昨
年
同
様
、
佐
藤
忠
正
様
（
郡
）
の
水
田
で
田

植
え
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
大
き
な
学
校
行
事

も
次
々
と
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
そ
の
中
の

い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。 

   

四
月
二
十
三
日
（
木
）、
二
十
四
日
（
金
）
の
一
泊
二
日

で
行
い
ま
し
た
。
二
日
目
の
「
み
ろ
く
の
里
」
（
福
山
市
）

で
の
活
動
を
終
え
て
バ
ス
に
乗
る
頃
に
な
っ
て
、
雨
が
降

り
出
し
そ
う
に
な
っ
た
以
外
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
充
実
し

た
楽
し
い
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。 

 

一
生
の
思
い
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
年 

原 

茉
奈
美 

 

 

（
こ
の
旅
行
は
、
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
け
ど
、
と
て

も
充
実
し
て
い
た
な
。
）
と
思
っ
た
。
私
は
特
に
、
三
つ
の

事
が
心
に
残
っ
て
い
る
。 

 

一
つ
目
は
、
平
和
記
念
公
園
や
平
和
記
念
資
料
館
な

ど
で
行
っ
た
平
和
学
習
だ
。
平
和
記
念
公
園
で
は
、
原
爆

の
子
の
像
や
、
平
和
の
池
や
平
和
の
灯
な
ど
、
世
界
中
の

人
達
の
原
爆
は
二
度
と
使
っ
て
は
い
け
な
い
、
被
爆
者
を

敬
う
と
い
う
気
持
ち
が
、
と
て
も
良
く
伝
わ
っ
て
き
た
。 

特
に
、
原
爆
死
没
者
い
れ
い
ひ
に
書
い
て
あ
っ
た
、 

「
安
ら
か
に
お
ね
む
り
く
だ
さ
い 

同
じ
あ
や
ま
ち
は
も

う
く
り
返
し
ま
せ
ぬ
か
ら
」 

と
い
う
言
葉
が
今
も
頭
か
ら
は
な
れ
な
い
。
同
じ
あ
や
ま

ち
は
、
も
う
く
り
返
さ
な
い
。
こ
の
言
葉
を
世
界
中
の
人

が
心
か
ら
思
え
ば
、
核
兵
器
が
無
く
な
る
は
ず
だ
と
思
う
。 

                       

。 

 

二
つ
目
は
、
初
め
て
宮
島
に
行
っ
た
事
だ
。
フ
ェ

リ
ー
に
は
小
さ
い
こ
ろ
に
乗
っ
た
ら
し
い
が
、
ま
っ

た
く
覚
え
て
い
な
い
。
宮
島
に
は
野
生
の
シ
カ
が
本

当
に
い
て
、
び
っ
く
り
し
た
。
そ
れ
に
、
と
て
も
、

か
わ
い
か
っ
た
。 

世
界
遺
産
の
厳
島 

神
社
は
、
と
て
も
美 

し
か
っ
た
。
大
鳥
居 

は
、
木
の
ま
わ
り
が 

す
ご
く
太
く
て
び
っ 

く
り
し
た
。
昔
の
人 

は
、
ど
う
や
っ
て
あ 

ん
な
に
大
き
な
鳥
居 

を
作
っ
た
の
か
、
不 

思
議
だ
っ
た
。
そ
れ 

に
、
石
の
上
に
の
せ 

て
あ
る
だ
け
な
の
に 

ど
う
し
て
た
お
れ
な 

い
の
か
、
と
い
う
こ
と
も
不
思
議
だ
っ
た
。
今
度
宮

島
に
行
っ
た
ら
、
夜
の
と
う
ろ
う
が
つ
い
た
、
厳
島

神
社
を
見
て
み
た
い
。 
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ま
し
み
ず 

修
学
旅
行 

 

 

 

 

 

原爆ドームを背景に。つつ 

じが満開でした。（写真右） 

  

「平和の子の像」（写真左） 

では、みんなで折った千羽 

鶴の束を捧げました。 

（写真上） 

 宮島の厳島神社を訪れた時は、ちょうど潮

が引いていました。大鳥居の下まで行くこと

ができました。（写真上） 

 記念写真の時には、鹿が一緒に写ってくれ

ました。バッグからはみ出しているパンフを

鹿に食べられてしまった人もいました。 



 The Kakeya Elementary School Newsletter 「Ｍasimizu」Vol.Ⅰ  No.１２（２）          ２００９．Ｍａｙ．２２ 

     
三
つ
目
は
、
み
ろ
く
の
里
に
行
っ
た
事

だ
。
班
の
み
ん
な
と
計
画
し
た
り
、
い
ろ

ん
な
話
を
し
た
り
す
る
の
は
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
。
お
ば
け
や
し
き
や
ゴ
ー
カ
ー

ト
、
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
や
空
中
ブ
ラ

ン
コ
な
ど
に
乗
っ
た
。
昼
食
は
、
み
ん
な

で
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
た
。
話
が
つ
き

な
く
て
、
笑
顔
が
た
え
な
か
っ
た
。
班
の

人
達
と
の
友
情
が
い
っ
そ
う
強
く
な
っ

た
。 

 

 

こ
の
修
学
旅
行
の
め
あ
て
を
、
す
ご
く

意
識
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
で
も
、

め
あ
て
や
誓
い
の
言
葉
は
、
き
ち
ん
と
で

き
た
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
経
験
を

生
か
し
、
友
達
と
の
友
情
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。 

 

決
勝 

第
五
位 

○
六
年
女
子 

四×

百
メ
ー
ト
ル
Ｒ 

石
飛
文
香
さ
ん 

加
瀬
部
瞳
さ
ん 

原
茉
奈
美
さ
ん 

今
村
歩
野
果
さ
ん 

                        
競
技
場
の
バ
ッ
ク
ス
ト
レ
ッ
チ
の
フ

ェ
ン
ス
に
は
、
各
校
の
色
と
り
ど
り
の
横

断
幕
が
張
ら
れ
、
選
手
を
励
ま
し
て
い
ま

し
た
が
、
後
援
会
で
作
っ
て
い
た
だ
い
た

「
輝
け
！
掛
合
小
」
の
そ
れ
は
、
ひ
と
き

わ
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

 

大
会
前
日
の
十
三
日
（
水
）
に
は
、
壮

行
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
校
を
代
表
し

て
石
飛
公
基
さ
ん
が
激
励
の
こ
と
ば
を

述
べ
、
四
年
生
の
リ
ー
ド
で
元
気
よ
く
エ

ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。 

   

五
月
十
四
日
（
木
）
、
大
東
町
ふ
れ

あ
い
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

五
、
六
年
生
全
員
が
参
加
し
ま
し

た
。
今
年
は
、
後
援
会
で
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
を
新
調
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
上
位
入
賞
は
逃
し
ま
し
た

が
、
出
場
し
た
種
目
の
そ
れ
ぞ
れ
で
、

自
己
ベ
ス
ト
を
出
し
た
児
童
は
大
勢

い
ま
し
た
。 

               

決
勝 

第
四
位 

○
五
年
女
子
六
百
メ
ー
ト
ル
走 

 

片
石
春
名
さ
ん 

○
五
年
女
子 

四×

百
メ
ー
ト
ル
Ｒ 

 

片
石
春
名
さ
ん 

藤
原
沙
那
さ
ん 

白
菊
帆
乃
佳
さ
ん 

落
合
志
帆
さ
ん 

 
 

 

 写真は「みろくの里」のジェットコースター。 

雲
南
市
小
学
校
陸
上
競
技
大
会 

 

 

 
緑の色旗を振って声援を送る応援席。（写真上） 

５年男子１０００ｍ走の山毛翔太さんと横断幕。 

 

 

 リーダーを務めた頼もしい四年生男

子。 

体育館での本番は、この写真以上に

かっこよく決まっていました。 
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一
年
生
を
迎
え
る
会
と
し
て
、
そ
し
て

今
年
一
年
間
の
色
別
縦
割
り
班
の
出
発
の

会
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
こ
の
会

は
、
六
年
生
が
児
童
会
活
動
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
場
で
も
あ
り
ま

す
。 

 

 
 

   

掛
合
広
域
交
番
か
ら
小
田
様
、
三
浦
様

川
上
様
、
松
井
様
、
多
根
駐
在
所
渡
邊
様
、

波
多
駐
在
所
山
根
様
に
来
て
い
た
だ
き
、

五
月
二
十
日
（
水
）
自
転
車
の
安
全
な
乗

り
方
を
中
心
に
し
て
行
い
ま
し
た
。 

 

前
半
は
一
、
二
年
生
、
後
半
に
三
年
生

か
ら
六
年
生
ま
で
と
二
組
に
分
か
れ
て

行
い
ま
し
た
。
三
年
以
上
の
学
年
は
、
中

佐
中
川
沿
い
の
市
道
を
使
っ
た
実
際
的

な
練
習
も
行
い
ま
し
た
。 

                       

 

こ
の
教
室
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
掛

合
地
区
の
ご
家
庭
に
自
転
車
の
持
ち
出

し
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
友
達
の
自
転
車

を
借
り
て
乗
る
こ
と
に
つ
い
て
、
好
意
的

な
ご
協
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
教
室

が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
遠
い
道
の
り
を

自
転
車
を
押
し
て
持
ち
出
し
て
く
れ
た

子
ど
も
た
ち
、
車
に
載
せ
て
持
ち
出
し
や

引
き
取
り
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
家
の

方
の
お
蔭
で
す
。
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                  

暑
い
中
、
長
時
間
に
わ
た
り
指
導
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
掛
合
広
域
交
番
、
多
根
、

波
多
駐
在
所
の
方
々
に
改
め
て
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

交
通
事
故
が
一
件
も
起
き
な
い
こ
と

を
願
う
も
の
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                            

こ
の
会
の
企
画
運
営
に
あ
た
っ
た

六
年
生
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
頼
も

し
い
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
色
長
の

「
運
動
会
で
優
勝
す
る
」
と
い
う
力
強

い
あ
い
さ
つ
に
も
や
る
気
が
表
れ
て

い
ま
し
た
。
今
年
一
年
間
、
全
校
の
み

ん
な
を
し
っ
か
り
引
っ
張
っ
て
く
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 
 

出
会
い
の
会 

 

６年生のお兄さんお姉さんに手を引かれ

て、１年生の入場です。 

 

 １年生に「入学おめでとう。」「な

かよく遊ぼうね。」「分からないこ

とがあったら教えてあげるよ。」な

どのことばを贈ります。 

 

 

全員でゲームを楽しみました。猛獣

の名前の音と同じ数の友達が集まった

ら座る「猛獣狩り」というゲームをし

ました。例えばライオンなら４名。 

最後は色別の班ごとに集まって、自

己紹介をしました。写真は緑組の班。 

交
通
安
全
教
室 

交
通
安
全
教
室 

 
 １、２年生は勢いよくこぎ出した後、笛の合図でブレーキをかけて止まる乗

り方を中心にして指導してもらいました。 
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新型インフルエンザ（Ｈ１Ｎ１）に関する情報 

  
５月２１日（木）に、新型インフルエンザに関する第２回目の臨時校長園長会が開かれました。この中

で、雲南市教育委員会の対応方針が説明されました。具体的には、５月２２日に島根県から示される対応

方針によるとのことです。週明けにはその内容を「掛小 インフル５号」でお知らせします。 

  

兵庫県・大阪府において国内での感染者が出てから、東京都、神奈川県、埼玉県、京都府、滋賀県にも

広がり、確認された国内での感染者は２９４人（５月２２日７時現在）になりました。現在は「国内発生

初期」という段階ですが、それ以上の段階になっているという見方もあります。いずれにしても、近いう

ちに島根県内でも感染が認められることも考えられます。 

 発症した場合の症状が次第に明らかになっています。幸いにもその症状は軽く、致死率も１パーセント

以下です。タミフルやリレンザなどの季節性インフルエンザの薬が効くことも分かっています。また、高

齢者には免疫性も認められるようです。新型ということで、初めは政府（厚生労働省）も設定した対応マ

ニュアルのとおりに厳重に対策を施していましたが、ここにきて柔軟で弾力的な対応をとるとしていま

す。島根県でも国の新たな対応策を受けて、より柔軟な内容に見直しを図るとしています。 

 ５月２１日に島根県内で疑いのある人が２人あるとのＴＶ報道がありましたが、２件とも新型インフル

エンザの可能性はないとのことです。（雲南市からの情報） 

 

 もし、インフルエンザ様の症状がみられたら 
  インフルエンザ様の症状とは……発熱 悪寒 関節痛 頭痛 腹部症状（嘔吐・下痢など） 咳 

                咳以外の呼吸器症状など 

 

 発熱相談窓口に電話で相談してください。 （現在では、海外渡航の有無は関係ありません。） 

 

 発熱相談センター窓口連絡先 

 

 １ 雲南市発熱相談窓口（雲南市健康推進課）     ０８５４－４０－１０４５ 

 ２ 保健所相談窓口（雲南保健所）            ０８５４－４２－９６３５ 

 ３ 島根県発熱相談センター（島根県健康推進課）   ０８５２－２２－６１３１ 
   ※ 島根県は２４時間対応です。 

 

  発熱相談窓口で「発熱外来」への受診を勧められた場合は、「発熱外来」で診察を受けてください。 

 

 雲南市の発熱外来は 雲南総合病院の玄関前で待機している救急車です。 

   ※ お子様が発熱外来を受診された場合は、掛合小学校長までお知らせくだ 

さい。 

 

五
月
二
十
四
日
は
本
年
度
最
初
の

学
習
公
開
日
で
す
。
併
せ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ

総
会
、
学
級
懇
談
会
も
行
わ
れ
ま
す
。 

 
 

学
習
公
開 

 

午
後
一
時
四
〇
分
～ 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会 

午
後
二
時
四
〇
分
～ 

 

学
級
懇
談
会 

午
後
三
時
三
〇
分
～ 

 

希
望
者
面
談 

午
後
四
時
一
〇
分
～ 

 

☆ 

学
習
公
開
の
学
年
別
内
容 

 

第
一
学
年 

国
語 

（
一
年
教
室
） 

 

第
二
学
年 

算
数 

（
二
年
教
室
） 

 

第
三
学
年 

国
語 

（
三
年
教
室
） 

 

第
四
学
年 

道
徳 

（
四
年
教
室
） 

 

第
五
学
年 

国
語 

（
五
年
教
室
・ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

図
工
室
） 

 

第
六
学
年 

総
合
的
な
学
習
の
時
間 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
六
年
教
室
） 

 

わ
か
ば 

 

国
語 

（
わ
か
ば
教
室
） 

 

や
ま
び
こ 

国
語
（
や
ま
び
こ
教
室
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

五
月
二
十
六
日
（
火
）
に
・
小
学
校

中
学
校
・
高
校
の
三
校
合
同
で
行
い
ま

す
。
多
根
（
旧
多
根
小
周
辺
）、
松
笠
（
龍

頭
が
滝
周
辺
）
、
波
多
（
旧
波
多
小
周

辺
）、
入
間
（
八
重
滝
周
辺
）
の
四
か
所

と
旧
掛
合
小
学
校
校
区
の
十
四
か
所
計

十
八
か
所
で
清
掃
作
業
を
行
い
ま
す
。 

 

ご
一
緒
に
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦 
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